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雑

報九
州
大
学
法
政
学
会

特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
一
）

ロ
ー
・
ア
ン
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
講
演
会

二
〇
一
〇
年
六
月
一
八
日
（
金
）

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
規
範
の
伝
播
｜
中
国
・
日
本
に
よ
る
『
保

護
す
る
責
任
』
受
容
・
解
釈
の
事
例
か
ら
」

講
師

中
野
涼
子
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
日
本
研
究
学
部
助

教
授
）

二
〇
一
〇
年
七
月
二
八
日
（
水
）

「
国
際
戦
犯
法
廷
の
目
的
と
機
能
」

講
師

二
村
ま
ど
か
（
国
連
大
学
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
平
和

研
究
所
学
術
研
究
官
）

二
〇
一
〇
年
一
一
月
八
日
（
月
）

「
産
学
連
携
の
現
代
的
課
題
」

講
師

室
田
浩
司
（
京
都
大
学
産
官
学
連
携
本
部
バ
イ
オ
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
特
任
教
授
）

二
〇
一
〇
年
一
一
月
一
五
日
（
月
）

「

進
化
」
す
る
国
連
平
和
維
持
活
動
」

講
師

川
端
清
隆
（
国
際
連
合
本
部
政
務
官
）

二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
四
日
（
火
）

「
企
業
法
務
・
知
財
の
戦
略
と
そ
の
実
務
」

講
師

井
上

修
（
日
本
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
株
式
会

社
取
締
役
執
行
役
員
法
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
統
括
本
部
長
）

二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
七
日
（
金
）

「
政
治
を
変
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
｜
政
権
交
代
の
意
義
と
限

界
」講

師

山
口
二
郎
（
北
海
道
大
学
教
授
）

特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
二
）

Ｌ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー

法
学
部
一
年
生
向
法
律
入
門
セ
ミ
ナ
ー

講
師

相
島
哲
夫

（
弁
護
士
）

蓑
星

誠

（
福
岡
地
方
検
察
庁
検
察
官
）

松
永
栄
治

（
福
岡
地
方
裁
判
所
裁
判
官
）

岩
見
将
志

（
福
岡
地
方
検
察
庁
検
察
官
）

杉
本
正
則

（
福
岡
地
方
裁
判
所
裁
判
官
）

野
田
部
哲
也
（
弁
護
士
）

南
場
裕
美
子
（
福
岡
地
方
裁
判
所
裁
判
官
）

冨
山

敦

（
弁
護
士
）

（77-４- ）851 231
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九
州
公
法
判
例
研
究
会

二
〇
一
〇
年
度
秋
期
研
究
会
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
六
日
）

「
行
政
上
の
規
範
の
多
元
性
と
そ
の
法
的
統
制
｜
｜
国
際
金
融

市
場
規
制
を
素
材
と
し
て
」

報
告
者

原
田
大
樹
（
九
州
大
学
准
教
授
）

社

会

法

研

究

会

第
三
八
六
回

二
〇
一
〇
年
四
月
三
日
（
土
）

「
障
害
給
付
に
お
け
る
所
得
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
保
障
の
制
度
間
調

整
」

報
告
者

平
部
康
子
（
福
岡
県
立
大
学
）

「
看
護
労
働
へ
の
労
働
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
・
序
説
」

報
告
者

大
橋

將
（
日
本
赤
十
字
九
州
国
際
看
護
大
学
）

第
三
八
七
回

二
〇
一
〇
年
五
月
八
日
（
土
）

「
賃
金
差
別
の
時
効
と
法
的
救
済
｜
ア
メ
リ
カ
公
正
賃
金
法
の
制

定
を
契
機
に
」

報
告
者

柳
澤

武
（
名
城
大
学
）

「
学
生
無
年
金
障
害
者
訴
訟
に
お
け
る
公
平
と
平
等
｜
『
初
診

日
』
の
要
件
を
め
ぐ
っ
て
」

報
告
者

細
見
佳
子
（
九
州
大
学
大
学
院
）

「
地
方
分
権
と
社
会
保
障
の
将
来
像
｜
所
得
保
障
改
革
と
地
方
分

権
」

報
告
者

石
橋
敏
郎
（
熊
本
県
立
大
学
）

第
三
八
八
回

二
〇
一
〇
年
六
月
五
日
（
土
）

「
社
会
保
障
法
理
念
と
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
原
理
主
義
」

報
告
者

柴
田

滋
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
）

「
ド
イ
ツ
真
正
貸
借
労
働
関
係
と
従
業
員
代
表
法
制
と
の
結
節
点

に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」

報
告
者

中
内

哲
（
熊
本
大
学
）

第
三
八
九
回

二
〇
一
〇
年
七
月
三
日
（
土
）

「
高
齢
化
す
る
雇
用
社
会
の
政
策
立
法
と
そ
の
私
法
的
効
果
」

報
告
者

山
下

昇
（
九
州
大
学
）

「
介
護
保
険
事
業
者
指
定
取
消
処
分
に
係
る
行
政
裁
量
の
統
制
に

つ
い
て
」

報
告
者

丸
谷
浩
介
（
佐
賀
大
学
）

夏
季
特
別
合
宿

（
一
日
目
）

二
〇
一
〇
年

八
月
二
二
日
（
日
）

「
社
会
保
障
財
政
の
法
学
的
考
察
」

報
告
者

伊
奈
川
秀
和
（
厚
生
労
働
省
）

（77-４- ）232 852
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「
失
業
補
償
給
付
に
お
け
る
自
己
都
合
退
職
と
解
雇
」

報
告
者

丸
谷
浩
介
（
佐
賀
大
学
）

「
民
法
（
債
権
法
）
改
正
と
労
働
法
〜
民
法
六
二
四
条
・
六
二
五

条
・
六
二
九
条
の
意
義
」

報
告
者

山
下

昇
（
九
州
大
学
）

（
二
日
目
）

二
〇
一
〇
年

八
月
二
三
日
（
月
）

「
医
療
安
全
対
策
の
展
開
と
課
題
｜
理
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
安
全

性
の
向
上
に
向
け
て
」

報
告
者

原
田
啓
一
郎
（
駒
澤
大
学
）

「
提
供
体
制
に
関
わ
る
法
制
度
の
変
化
と
課
題
｜
医
療
計
画
を
中

心
に
」報

告
者

石
田
道
彦
（
金
沢
大
学
）

「
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
法
的
体
系
と
構
造
・
試
論
」

報
告
者

山
田

晋
（
明
治
学
院
大
学
）

「
社
会
保
障
に
お
け
る
権
利
擁
護
の
将
来
像
」

報
告
者

西
田
和
弘
（
岡
山
大
学
）

（
三
日
目
）

二
〇
一
〇
年

八
月
二
四
日
（
火
）

「
年
金
保
険
に
お
け
る
社
会
的
調
整
｜
国
庫
負
担
を
中
心
に
｜
」

報
告
者

田
中
秀
一
郎
（
岩
手
県
立
大
学
）

「
児
童
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
児
童
の
地
位
と
児
童
の
意
見
表

明
権
の
保
障
」

報
告
者

木
村
茂
喜
（
西
南
女
学
院
大
学
）

第
三
九
〇
回

二
〇
一
〇
年

一
〇
月
二
日
（
土
）

「
ド
イ
ツ
の
雇
用
調
整
｜
日
本
と
の
対
比
で
｜
」

報
告
者

藤
内
和
公
（
岡
山
大
学
）

「
労
働
法
に
お
け
る
労
働
権
論
の
現
代
的
展
開
」

報
告
者

有
田
謙
司
（
専
修
大
学
）

第
三
九
一
回

二
〇
一
〇
年
一
一
月
六
日
（
土
）

「
説
明
を
受
け
て
の
選
択
の
権
利
と
そ
の
実
地
化
」

報
告
者

高
倉
統
一
（
熊
本
学
園
大
学
）

「
労
基
法
四
条
を
め
ぐ
る
法
的
課
題
」

報
告
者

林

弘
子
（
福
岡
大
学
）

「
労
働
者
に
よ
る
内
部
告
発
に
関
す
る
法
的
諸
問
題
の
検
討
」

報
告
者

日
野
勝
吾
（
東
洋
大
学
大
学
院
）

第
三
九
二
回

二
〇
一
〇
年
一
二
月
四
日
（
土
）

「
地
方
分
権
改
革
に
お
け
る
所
得
保
障
の
将
来
｜
生
活
保
護
制
度

を
中
心
に
し
て
」

報
告
者

石
橋
敏
郎
（
熊
本
県
立
大
学
）

「
三
号
被
保
険
者
制
度
廃
止
・
縮
小
論
の
再
検
討
」

報
告
者

倉
田
賀
世
（
熊
本
大
学
）

「
書
評

倉
田
聡
『
社
会
保
険
の
構
造
分
析
』

北
大
出
版
会
、

二
〇
〇
九
年
）」

（77-４- ）853 233

雑 報



報
告
者

田
中
秀
一
郎
（
岩
手
県
立
大
学
）

九
州
大
学
産
業
法
研
究
会

第
六
〇
九
回
例
会

平
成
二
二
年
四
月
一
七
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

最
判
平
成
二
二
年
四
月
一
七
日
判
時
二
〇
四
四
号
七
四
頁

「
株
式
会
社
の
取
締
役
等
の
解
任
の
訴
え
の
係
属
中
に
当
該
株
式

会
社
が
破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
訴
え

の
利
益
の
消
長
」

報
告
者

久
保
寛
展
（
福
岡
大
学
）

（
研
究
報
告
）

「
ア
メ
リ
カ
の
反
対
株
主
の
株
式
買
取
請
求
権
に
つ
い
て
」

報
告
者

山
崎
淳
司
（
西
南
学
院
大
学
大
学
院
）

第
六
一
〇
回
例
会

平
成
二
二
年
五
月
一
五
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

東
京
高
判
平
成
二
一
年
九
月
三
〇
日
金
判
一
三
二
七
号
一
〇
頁

「
無
催
告
失
効
条
項
と
消
費
者
契
約
法
一
〇
条
」

報
告
者

遠
山

聡
（
熊
本
大
学
）

（
研
究
報
告
）

「
加
盟
店
の
非
行
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
既
払
金
の
返
還
」

参
考
判
例
①
大
津
地
判
（
長
浜
支
部
）
平
成
二
一
年
一
〇
月
二

日
消
費
者
法
ニ
ュ
ー
ス
八
二
号
二
〇
六
頁

②
名
古
屋
高
判
平
成

二
一
年
二
月
一
九
日
判
時
二
〇
四
七
号
一
二
二
頁

報
告
者

若
色
敦
子
（
熊
本
大
学
）

第
六
一
一
回
例
会

平
成
二
二
年
六
月
二
七
日
（
日
）

（
研
究
報
告
）

「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
と
独
占
禁
止
法
｜
株
式
会
社
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
に
対
す
る
排
除
措
置
命
令
を
素
材
と
し
て

｜
」報

告
者

泉

日
出
男
（
西
日
本
短
期
大
学
）

（
研
究
報
告
）

「
ノ
ー
フ
ォ
ル
ト
自
動
車
保
険
の
現
状
と
課
題
」

報
告
者

佐
野

誠
（
福
岡
大
学
）

第
六
一
二
回
例
会

平
成
二
二
年
七
月
二
四
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

東
京
地
判
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
金
判
一
三
一
五
号
二
六
頁

「
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
グ
ル
ー
プ
株
式
買
取
価
格
申
立
事
件
」

報
告
者

田
中
慎
一
（
西
南
学
院
大
学
）

（
判
例
研
究
）

大
阪
地
判
平
成
二
一
年
年
八
月
三
一
日
判
時
二
〇
七
三
号
六
九
頁
、

判
タ
一
三
一
六
号
一
八
三
頁

雑 報
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「
破
綻
し
た
信
用
協
同
組
合
の
出
資
者
が
、
同
組
合
に
対
し
て
、

当
該
出
資
時
に
組
合
は
債
務
超
過
状
態
に
あ
る
こ
と
を
告
げ
ず
に

出
資
勧
誘
し
た
の
は
不
法
行
為
ま
た
は
債
務
不
履
行
に
当
た
る
と

し
て
求
め
た
損
害
賠
償
請
求
が
認
容
さ
れ
た
事
例
」

報
告
者

前
越
俊
之
（
福
岡
大
学
）

第
六
一
三
回
例
会

平
成
二
二
年
九
月
一
八
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

最
二
小
判
平
成
二
二
年
七
月
一
二
日
公
刊
者
未
登
載
（
最
高
裁

W
eb

掲
載
、L

E
X
/D
B
 
25442404

）

「
会
社
分
割
に
伴
う
労
働
契
約
承
継
の
効
力
」

報
告
者

原

弘
明
（
京
都
学
園
大
学
）

（
研
究
報
告
）

「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
企
業
組
織
再
編
制
度
｜
整
理
お
よ
び
改
造

制
度
と
労
働
者
の
承
継
を
中
心
に
」

報
告
者

坂
本
達
也
（
沖
縄
国
際
大
学
）

第
六
一
四
回
例
会

平
成
二
二
年
一
〇
月
一
六
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

福
岡
高
決
平
成
二
一
年
六
月
一
日
金
判
一
三
二
二
号
五
四
頁

「
株
主
に
よ
る
会
社
に
対
す
る
取
締
役
会
議
事
録
閲
覧
・
謄
写
請

求
に
つ
い
て
」

報
告
者

千
手
崇
史
（
九
州
大
学
大
学
院
）

（
研
究
報
告
）

「N
C
C
U
S
L

（
統
一
州
法
委
員
全
米
会
議
）
に
お
け
る
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
型
事
業
体
の
変
遷
と
主
な
論
点
」

報
告
者

井
上
能
孝
（
中
村
学
園
大
学
）

第
六
一
五
回
例
会

平
成
二
二
年
一
一
月
二
七
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

最
三
小
判
平
成
二
一
年
二
月
一
七
日
判
時
二
〇
三
八
号
一
四
四
頁

「
株
式
会
社
の
従
業
員
が
い
わ
ゆ
る
持
株
会
か
ら
譲
り
受
け
た
株

式
を
個
人
的
理
由
に
よ
り
売
却
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
持
株

会
が
額
面
額
で
こ
れ
を
買
い
戻
す
旨
の
当
該
従
業
員
と
持
株
会
と

の
間
の
合
意
が
有
効
と
さ
れ
た
事
例
｜
日
経
新
聞
株
式
譲
渡
ル
ー

ル
事
件
上
告
審
判
決
｜
」

報
告
者

石
田

眞
（
富
山
大
学
）

（
判
例
研
究
）

東
京
高
裁
平
成
二
二
年
七
月
七
日
金
判
一
三
四
七
号
一
八
頁

「
株
主
総
会
決
議
に
よ
り
株
主
の
地
位
を
奪
わ
れ
た
株
主
の
当
該

決
議
取
消
訴
訟
の
原
告
適
格
、
お
よ
び
当
該
決
議
後
の
会
社
の
吸

収
合
併
に
よ
る
消
滅
等
に
よ
り
訴
え
の
利
益
が
消
滅
し
た
と
さ
れ

た
事
例
」

報
告
者

一
ノ
澤
直
人
（
西
南
学
院
大
学
）

第
六
一
六
回
例
会

平
成
二
二
年
一
二
月
一
八
日
（
土
）

（77-４- ）855 235

雑 報



（
判
例
研
究
）

東
京
地
決
平
成
二
二
年
七
月
二
〇
日
金
判
一
三
四
八
号
一
四
頁

「
株
主
が
委
任
状
勧
誘
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
株
主
名
簿
の
閲
覧

謄
写
請
求
に
つ
い
て
、
会
社
法
一
二
五
条
三
項
所
定
の
拒
絶
事
由

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄

写
の
仮
処
分
の
申
立
て
が
認
め
ら
れ
た
事
例
」

報
告
者

久
保
田
光
昭
（
琉
球
大
学
）

（
研
究
報
告
）

「
監
査
役
制
度
を
め
ぐ
る
最
近
の
諸
問
題
」

報
告
者

西
山
芳
喜
（
九
州
大
学
）

第
六
一
七
回
例
会

平
成
二
三
年
一
月
二
二
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

東
京
地
判
平
成
二
二
年
五
月
二
七
日
判
時
二
〇
八
三
号
一
四
八
頁

「
新
設
分
割
会
社
が
新
設
分
割
の
対
価
と
し
て
新
設
分
割
設
立
会

社
の
全
株
式
を
取
得
し
た
と
し
て
も
当
該
新
設
分
割
が
新
設
分
割

会
社
の
債
権
者
の
債
権
者
を
害
す
る
も
と
と
さ
れ
た
事
例
」

報
告
者

山
崎
淳
司
（
西
南
学
院
大
学
大
学
院
）

（
判
例
研
究
）

東
京
地
決
平
成
一
八
年
二
月
一
〇
日
判
時
一
九
二
三
号
一
三
〇
頁

「
取
締
役
会
議
事
録
の
閲
覧
・
謄
写
請
求
の
対
象
の
特
定
と
備
置

機
関
経
過
後
の
閲
覧
・
謄
写
の
可
否
」

報
告
者

清
水
円
香
（
九
州
大
学
）

民

事

法

研

究

会

第
二
三
七
回
例
会

二
〇
一
〇
年
五
月
八
日
（
土
）

（
博
士
論
文
進
捗
報
告
）

第
一
報
告
者

栗
原
秀
郎
（
九
州
大
学
博
士
後
期
課
程
）

「
目
的
不
到
達
の
不
当
利
得
に
つ
い
て
」

第
二
報
告
者

西
内
祐
介
（
九
州
大
学
助
教
）

「
越
権
代
理
に
お
け
る
本
人
帰
責
要
件
の
再
構
成
｜
「
禁
反
言
に

よ
る
代
理
」
の
理
論
構
成
の
検
討
｜
」

第
三
報
告
者

菅
尾

暁
（
九
州
大
学
助
教
）

「
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
利
息
制
限
規
律
に
つ
い
て
」

第
四
報
告
者

采
本
剛
史
（
九
州
大
学
博
士
後
期
課
程
）

「
死
因
贈
与
と
贈
与
制
度
に
お
け
る
意
思
の
変
更
に
つ
い
て
」

第
二
三
八
回
例
会

二
〇
一
〇
年
七
月
一
〇
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

報
告
者

田
中
教
雄
（
九
州
大
学
教
授
）

「
民
事
調
停
法
一
七
条
に
基
づ
く
調
停
に
代
わ
る
決
定
と
錯
誤
」

（
修
士
論
文
構
想
発
表
）

報
告
者

田
畑
嘉
洋
（
九
州
大
学
修
士
課
程
）

雑 報
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「
瑕
疵
担
保
責
任
に
お
け
る
瑕
疵
と
買
主
の
契
約
目
的
の
関
係
に

関
す
る
考
察

〜
ド
イ
ツ
に
お
け
る
瑕
疵
概
念
の
変
遷
を
中
心
と

し
て
〜
」

第
二
三
九
回
例
会

二
〇
一
〇
年
九
月
一
一
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

第
一
報
告
者

中
山
布
紗
（
北
九
州
市
立
大
学
准
教
授
）

「
権
利
の
実
体
と
異
な
る
外
観
作
出
に
関
す
る
帰
責
性
の
判
断
基

準
｜
民
法
九
四
条
二
項
お
よ
び
同
一
一
〇
条
の
類
推
適
用
が
認
め

ら
れ
た
事
例
群
の
再
検
討
」

第
二
報
告
者

有
川
哲
夫
（
福
岡
大
学
名
誉
教
授
）

「
校
閲
・
川
島
武
宜
『
所
有
権
法
の
理
論
』

初
版
、
一
九
四
九

年
）
第
四
章
第
二
節

物
権
取
引
法
｜
実
体
的
不
動
産
登
記
法
の

観
点
か
ら
」

第
二
四
〇
回
例
会

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
（
土
）

（
博
士
論
文
進
捗
報
告
）

第
一
報
告
者

西
内
祐
介
（
九
州
大
学
助
教
）

「
越
権
代
理
に
お
け
る
本
人
帰
責
要
件
｜
「
禁
反
言
に
よ
る
代
理

（a
g
en
cy b

y esto
p
p
el

）」
の
理
論
構
成
の
可
能
性
｜
」

第
二
報
告
者

菅
尾

暁
（
九
州
大
学
助
教
）

「
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
利
息
制
限
規
律
に
つ
い
て
」

第
二
四
一
回
例
会

二
〇
一
〇
年
一
二
月
四
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

報
告
者

田
中
教
雄
（
九
州
大
学
）

「
民
法
四
一
五
条
の
「
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
」
に
関
す
る
「
判

例
の
分
析
」
に
つ
い
て
」

（
判
例
報
告
）

報
告
者

赤
松
秀
岳
（
九
州
大
学
）

「
共
有
者
の
一
部
の
者
に
よ
る
登
記
更
正
請
求
が
認
め
ら
れ
た
事

例
」

民
事
手
続
研
究
会

【
研
究
報
告
】

平
成
二
二
年
二
月
一
三
日
（
土
）

共
有
者
の
共
同
訴
訟
の
必
要
性
と
共
有
者
の
訴
権
の
保
障

鶴
田

滋
（
九
州
大
学
）

福
岡
に
お
け
る
民
事
訴
訟
の
現
状
と
問
題
｜
福
岡
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
研

究
会
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
｜

黒
木
和
彰
（
弁
護
士
）

平
成
二
二
年
一
〇
月
二
三
日
（
土
）

当
事
者
論
に
お
け
る
当
事
者
権
序
説

松
原
弘
信
（
熊
本
大
学
）

（77-４- ）857 237
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民
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
誠
実
義
務

濱
崎

録
（
熊
本
大
学
）

平
成
二
二
年
一
一
月
一
三
日
（
土
）

相
続
権
不
存
在
確
認
訴
訟
に
お
け
る
共
同
相
続
人
の
共
同
訴
訟
の
必

要
性
｜
最
判
平
成
二
二
年
三
月
一
六
日
家
月
六
二
巻
九
号
五
二
頁
、

判
タ
一
三
二
五
号
八
二
頁
、
判
時
二
〇
八
一
号
一
二
頁
（
民
集
六
四

巻
二
号
四
九
八
頁
）
の
検
討
を
中
心
に
｜

鶴
田

滋
（
九
州
大
学
）

当
事
者
の
情
報
・
証
拠
開
示
義
務
の
正
当
化
根
拠
｜
事
案
解
明
義
務

の
根
拠
論
を
中
心
に
｜

安
井
英
俊
（
福
岡
大
学
）

福
岡
民
事
訴
訟
判
例
研
究
会

【
判
例
研
究
】

平
成
二
二
年
一
月
二
二
日
（
金
）

Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
録
音
さ
れ
た
音
声
デ
ー
タ
の
証

拠
価
値
に
つ
い
て
、
第
一
審
と
異
な
る
判
断
を
し
た
事
例
（
東
京
高

判
平
成
二
一
年
三
月
二
七
日
）

古
賀
大
督
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
二
年
二
月
二
六
日
（
金
）

宗
教
法
人
の
所
有
す
る
土
地
に
つ
い
て
の
明
渡
し
を
求
め
る
訴
え
が

『
法
律
上
の
争
訟
』
に
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
例
（
最
三
小
判
平

二
一
・
九
・
一
五
裁
判
所
時
報
一
四
九
二
号
一
六
頁
、
判
例
タ
イ
ム

ズ
一
三
〇
八
号
一
一
七
頁
）

濱
崎

録
（
熊
本
大
学
）

平
成
二
二
年
五
月
二
一
日
（
金
）

裁
判
官
個
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
官
提
出

の
答
弁
書
の
「
因
縁
を
つ
け
て
金
を
せ
び
る
」
旨
の
記
載
に
つ
い
て
、

措
辞
と
し
て
甚
だ
適
切
を
欠
く
が
、
訴
訟
行
為
と
し
て
相
当
性
を
欠

く
と
断
定
し
難
い
と
し
、
名
誉
毀
損
の
成
立
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

事
例
（
東
京
高
判
平
一
六
・
二
・
二
五
判
時
一
八
五
六
号
九
九
頁
）

阿
保
賢
祐
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
二
年
六
月
一
一
日
（
金
）

特
許
を
受
け
る
権
利
の
確
認
訴
訟
に
お
い
て
、
同
訴
訟
の
係
属
後
被

告
か
ら
同
権
利
の
共
有
持
分
を
譲
り
受
け
た
と
主
張
す
る
者
が
、
被

告
側
に
共
同
訴
訟
参
加
す
る
こ
と
の
可
否
（
東
京
地
判
平
一
九
・

六
・
二
七
判
タ
一
二
七
九
号
三
二
二
頁
）

鶴
田

滋
（
九
州
大
学
）

平
成
二
二
年
七
月
一
六
日
（
金
）

反
訴
請
求
債
権
を
自
働
債
権
と
し
本
訴
請
求
債
権
を
受
働
債
権
と
す

る
相
殺
の
抗
弁
の
許
否
（
最
二
小
判
平
成
一
八
年
四
月
一
四
日
民
集

雑 報
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六
〇
巻
四
号
一
四
九
七
頁
）

林

漢
瑛
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
二
年
九
月
一
七
日
（
金
）

株
式
会
社
の
取
締
役
等
の
解
任
又
は
選
任
を
内
容
と
す
る
株
主
総
会

決
議
不
存
在
確
認
の
訴
え
の
係
属
中
に
当
該
株
式
会
社
が
破
産
手
続

開
始
の
決
定
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
訴
え
の
利
益
の
消
長
（
最
二

小
判
平
二
一
・
四
・
一
七
判
時
二
〇
四
四
号
七
四
頁
、
判
タ
一
二
九

七
号
一
二
四
頁
、
金
判
一
三
二
一
号
五
一
頁
、
金
法
一
八
七
八
号
三

九
頁
）

村
田
治
彦
（
宮
崎
産
業
経
営
大
学
）

平
成
二
二
年
一
〇
月
二
二
日
（
金
）

釈
明
権
不
行
使
に
よ
る
法
令
違
反
を
理
由
に
、
原
判
決
を
破
棄
差
戻

し
し
た
事
例
（
最
三
小
判
平
成
二
二
・
六
・
二
九
）

北
川
幸
代
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
二
年
一
二
月
一
七
日
（
金
）

本
訴
の
提
起
が
不
法
行
為
に
当
た
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
反
訴
に
つ

い
て
、
本
訴
に
係
る
請
求
原
因
事
実
と
相
反
す
る
こ
と
と
な
る
本
訴

原
告
自
ら
が
行
っ
た
事
実
を
積
極
的
に
認
定
し
な
が
ら
、
本
訴
の
提

起
に
係
る
不
法
行
為
の
成
立
を
否
定
し
た
原
審
の
判
断
に
違
法
が
あ

る
と
さ
れ
た
事
例
（
最
二
小
判
平
二
二
・
七
・
九
裁
時
一
五
一
一
号

二
三
四
頁
）

堀
野

出
（
九
州
大
学
）

【
合
同
判
例
研
究
会
】

平
成
二
二
年
一
一
月
一
六
日
（
火
）

財
産
全
部
を
相
続
さ
せ
る
遺
言
が
あ
る
場
合
の
遺
留
分
侵
害
額
算
定

に
お
け
る
相
続
債
務
額
の
加
算
（
最
三
小
判
平
二
一
・
三
・
二
四
民

集
六
三
巻
三
号
四
二
七
頁
）

森
野
俊
彦
（
福
岡
高
裁
）

九
州
国
際
私
法
研
究
会

第
三
三
回
九
州
国
際
私
法
研
究
会
（
二
〇
一
〇
年
五
月
二
九
日
）

第
一
報
告
「
国
際
民
事
紛
争
と
著
作
者
人
格
権
｜
｜X

O

醤
男
と

杏
仁
女
（
東
京
地
判
平
成
十
六
年
五
月
三
一
日
）
事
件
の
検
討
を

通
し
て
」

報
告
者

羽
賀
由
利
子
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
博
士
課

程
）

第
二
報
告
「
信
託
準
拠
法
に
関
す
る
考
察
」

報
告
者

八
並

廉
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府L

L
.D
.

プ
ロ

グ
ラ
ム
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員D

C

）

第
三
四
回
九
州
国
際
私
法
研
究
会
（
二
〇
一
〇
年
九
月
六
日
）

第
一
報
告
「
国
際
私
法
に
お
け
る
人
格
権
侵
害
｜
｜
欧
州
に
お
け

（77-４- ）859 239

雑 報



る
議
論
を
中
心
に
」

報
告
者

羽
賀
由
利
子
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
博
士
課

程
）

第
二
報
告
「
国
際
知
的
財
産
権
侵
害
と
証
拠
保
全
」

報
告
者

多
田

望
（
熊
本
大
学
教
授
）

第
三
五
回
九
州
国
際
私
法
研
究
会
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
）

第
一
報
告
﹇
判
例
評
釈
﹈

外
国
著
作
権
を
対
象
と
す
る
信
託
契

約
と
準
拠
法
（
東
京
地
判
平
成
二
二
年
二
月
一
〇
日
）」

報
告
者

八
並

廉
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府L

L
.D
.

プ
ロ

グ
ラ
ム
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員D
C

）

第
二
報
告
﹇
判
例
評
釈
﹈

著
作
権
の
侵
害
に
基
づ
く
損
害
賠
償

請
求
の
準
拠
法
（
東
京
地
判
平
成
二
一
年
十
一
月
二
六
日
）」

報
告
者

羽
賀
由
利
子
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
博
士
課

程
）

第
三
六
回
九
州
国
際
私
法
研
究
会
（
二
〇
一
〇
年
十
二
月
二
五
日
）

第
一
報
告
「
代
理
母
に
関
す
る
外
国
裁
判
の
承
認
に
つ
い
て
の
問

題
点
｜
｜
主
に
民
訴
法
一
一
八
条
柱
書
お
よ
び
一
号
要
件
に
つ
い

て
」報

告
者

釜
谷
真
史
（
西
南
大
学
准
教
授
）

第
二
報
告
「
ハ
ー
グ
信
託
条
約
と
日
本
」

報
告
者

八
並

廉
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府L

L
.D
.

プ
ロ

グ
ラ
ム
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員D

C

）

政

治

研

究

会

二
〇
一
〇
年
四
月
一
七
日
（
土
）

『
政
治
研
究
』
第
五
七
号
合
評
会

総
会

二
〇
一
〇
年
五
月
一
五
日
（
土
）

「
試
論：

「
国
際
共
同
体
」
と
い
う
観
念
の
検
証
｜
「
政
治
的
実

体
」
足
り
う
る
か

｜
」

報
告
者

大
庭
弘
継
（
南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所
研
究
員
）

「
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
国
際
秩
序
構
想
｜
Ｄ
・
ミ
ラ
ー

の
議
論
の
批
判
的
検
討
を
手
が
か
り
と
し
て
｜
」

報
告
者

施

光
恒
（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院

准
教
授
）

二
〇
一
〇
年
六
月
一
九
日
（
土
）

「
韓
国
「
民
主
化
」
の
再
検
討
｜
対
立
か
ら
和
解
へ
｜
」

報
告
者

木
村

貴
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
助
教
）

「
国
際
関
係
論
と
帝
国
論
｜
矢
内
原
忠
雄
の
思
想
と
現
代
｜
」

報
告
者

中
野
涼
子
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
）

二
〇
一
〇
年
七
月
一
七
日
（
土
）

雑 報

（77-４- ）240 860



「
小
泉
純
一
郎
政
権
と
世
論
研
究
｜
二
〇
〇
五
年
郵
政
選
挙
前
後

の
日
本
論
壇
に
お
け
る
主
張
の
比
較
検
討
｜
」

報
告
者

吉
田
健
一
（
鹿
児
島
大
学
稲
盛
ア
カ
デ
ミ
ー
）

「
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
政
教
分
離
論
」

報
告
者

朝
倉
拓
郎
（
九
州
大
学
法
学
研
究
院
協
力
研
究
員
）

二
〇
一
〇
年
九
月
一
八
日
（
土
）

日
本
国
際
政
治
学
会
若
手
・
院
生
研
究
者
コ
ー
カ
ス
九
州
地
区
主
催

九
州
大
学
政
治
研
究
会
共
催

「
第
三
回
ト
ラ
ン
ス
ボ
ー
ダ
ー
研
究
会
」

兼

政
治
研
究
会
九
月
例

会
）

個
人
研
究
報
告
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
冷
戦
後
対
中
国
認
識
を
め
ぐ
る
変
化
｜
中
国
脅
威
論
か
ら
の
脱

却
に
向
け
て
｜
」

報
告
者

森
實
麻
子
（
九
州
産
業
大
学
非
常
勤
講
師
）

コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー

益
尾
知
佐
子
（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会

文
化
研
究
院
准
教
授
）

「
戦
後
史
に
お
け
る
被
爆
者
と
『
復
興
』
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

｜
広
島
と
長
崎
｜
」

報
告
者

桐
谷
多
恵
子
（
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
講

師
）コ

メ
ン
テ
イ
タ
ー

直
野
章
子
（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文

化
研
究
院
准
教
授
）

共
通
論
題
セ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
「
歴
史
学
と
国
際
関
係
学
の
架
橋
｜
日
露
関
係
史
の
観
点
か

ら
｜
」

「
二
〇
世
紀
初
頭
の
国
際
関
係
と
一
九
一
六
年
の
日
露
秘
密
同

盟
」報

告
者

バ
ー
ル
ィ
シ
ェ
フ
・
エ
ド
ワ
ル
ド
（
島
根
県
立
大
学
北

東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
嘱
託
助
手
）

「
歴
史
学
と
国
際
関
係
理
論
の
越
境
的
対
話
｜
日
露
同
盟
研
究
と

新
古
典
的
現
実
主
義
を
手
が
か
り
に
｜
」

報
告
者

松
井
康
浩
（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院

教
授
）

コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー

中
島
琢
磨
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
）

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
六
日
（
土
）

「
日
本
陸
軍
の
対
満
政
策
｜
満
洲
事
変
の
再
検
討
｜
」

報
告
者

後
藤
啓
倫
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
博
士
後
期
課

程
）「

イ
タ
リ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
地
方
組
織
の
動
向
｜
国
民

フ
ァ
シ
ス
ト
党
と
の
合
同
を
め
ぐ
っ
て
｜
」

報
告
者

西

貴
倫
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
博
士
後
期
課

（77-４- ）861 241

雑 報



程
）

二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
〇
日
（
土
）

「
政
治
改
革
と
カ
ル
テ
ル
政
党
｜
政
党
政
治
の
変
容
と
危
機
｜
」

報
告
者

篠
原

新
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
博
士
後
期
課

程
）「『

帝
国
』
論
の
系
譜
｜
西
洋
政
治
思
想
史
の
観
点
か
ら
｜
」

報
告
者

木
村
俊
道
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
准
教
授
）

二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
八
日
（
土
）

「
選
挙
制
度
の
政
治
理
論
」

報
告
者

岡
崎
晴
輝
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
）

「
民
主
党
政
権
に
お
け
る
政
策
形
成
｜
改
革
を
め
ぐ
る
継
続
と
転

換
｜
」

報
告
者

山
口
二
郎
（
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
）

雑 報

（77-４- ）242 862


